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私もSDGsとつながろう！ わたしの考えを書いてみよう！ 月末に所属長提出

自分でアクションを起こそう！ ―自分の目標と計画を立てて行動に移そう―
すぐにできること⇒
頑張れば出来そうなこと⇒

目標14：海の資源を守り、大切に使おう

海洋と海洋資源を持続可能な開発に向けて保全し、
持続可能な形で利用する。

私たちが使っているペットボトルやビニール袋などのプラスチック
ゴミが年間800万トン以上海に流れ出ていて、海の生き物たちへの
被害は深刻化しています。

海洋ごみの7〜8割が街から発生。雨が降った際などに路上に
ポイ捨てされたプラスチックゴミが川や水路に流出し、海まで
流されるケースも多く見られます。

プラスチックゴミ問題は年々深刻化していて、２０５０年には
魚より海洋ゴミの量が多くなると言われています。

海を漂うプラスチックゴミにはどの様な物があるの？

ペットボトルなどのプラスチックボトルやポリ袋などが非常に
多く半分以上の割合を占めています。

一度流出したプラスチックごみは、例えば海岸での波や紫外線
等の影響を受けて、マイクロプラスチックと呼ばれる小さな粒子
となります。、これらは、細かくなっても自然分解することはなく、
数百年間以上もの間、自然界に残り続けると考えられています。

漁業で使われる網やブイなどの漁具も多く、海の生き物たちが
絡まり死亡するケースが複数報告されています。

ビーチクリーン活動に参加しました！

11月3日にあわら市の波松海岸で行われた
海ゴミ拾いのイベントに東洋染工から5名
が参加しました。
東レ合繊クラスターのチームとして活動し、
拾われたプラスチックゴミの一部は洋服
のボタンなどの服飾副資材として今後
再利用される予定です。


